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Forge 登場の背景
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“API エコノミー” の出現

§ インターネットの普及
§ 誰もがインターネットに接続する時代

§ 各社が Web サービス API が続々と公開
§ 例）Google Map API、Microsoft Translator API など

§ API の自社開発から他社 API の調達のほうが低コスト
§ Web で “繋げて” 利用するマッシュアップが盛んに

§ Uber、Airbnbなど、いままでにないサービスの登場
§ 例）Uber、Airbnb …

API が新しいビジネスの中核になりつつあります

http://lmgtfy.com/?q=API+%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%8E%E3%83%9F%E3%83%BC
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“マッシュアップ” によるソリューション開発

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97_(Web%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0)
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クラウド ビジネス展開にあたっての着目点

すべてがオートデスク製品でデザインされているわけではない
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様々なファイル形式への対応
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とは

§ オートデスク Web サービス API のブランド名

§ オートデスク クラウド サービスの要素を API 化

§ Web ベースの新しいソリューション

§ マッシュアップすることで自社システムへ容易に統合
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Autodesk University での Forge：基調講演
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Autodesk University 展示会場
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Autodesk University での Forge：展示会場
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Forge 概要
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何が出来るか? – ギャラリー

§ 高品位マテリアルと環境
§ 特定オブジェクトの抽出表現
§ Viewer 内の独自ユーザ インタフェース
§ 電子カタログ、取扱説明書 …

http://lmv.rocks.autodesk.com/
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何が出来るか? － ‘BIM ダッシュボード’

https://autodesk-forge.github.io/viewer-javascript-visual.reports/
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何が出来るか? － IoT モニタ

https://forge-rcdb.autodesk.io/configurator?id=58adee163e6f342cf1e92dae
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何が出来るか? － コンフィグレータ

https://forge-rcdb.autodesk.io/configurator?id=5898edb0f3d07692f6cef148
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何か出来るか? – ‘4D’

https://forge-bim-phasing.azurewebsites.net/


21
何が出来るか? – 異なるデータ ソースの統合

https://drive.google.com/drive/my-drive
https://forgegoogledriveviewer.herokuapp.com/
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OAuth - Authentication API

§ OAuth2 準拠
§ 2-legged OAuth、3-legged OAuthをサポート
§ 他の API 用にアクセス トークンを生成
§ RESTful API
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Data Management API

§ オートデスク クラウド ストレージへのアクセス
§ A360、Fusion Team、BIM 360 Docs へのアクセス
§ RESTful API

Project Service

Data Service

Object Storage Service

Hub Project

FolderItem

Version

OSS

Item

Version

OSS
OSS

2-legged OAuth

Forge アプリ Forge アプリ

3-legged OAuth
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Model Derivative API

§ デザイン ファイルを変換
§ Viewer 用に SVF 形式に変換してブラウザで表示
§ 他のデザイン ファイル形式に変換
§ ジオメトリ データやモデル階層の展開
§ サムネイル画像の生成
§ RESTful API

ソース ファイル

アウトプット

ファイル変換

サムネイル画像

ジオメトリ展開

データ展開
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Viewer

§ HTML5、WebGL 対応ブラウザのみで表示
§ ストリーミングで大規模モデルの表示が高速
§ JavaScript API

§ Model Derivative API との併用
§ 50+ デザイン ファイルのサポート

断面化 分解プロパティ表示
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Design Automation API

§ Revit/AutoCAD/Inventor/3ds Max プロセスでバッチ処理
§ 独自アドイン。プラグインでカスタム処理を自動化
§ デザインファイルの生成、変更
§ 他のファイル形式への変換
§ デザインファイル内から必要な情報を抽出
§ RESTful API カスタム

Webサイト
/サービス

Design Automation
API
＋

カスタム モジュール

進行状況をトラック 結果をアップロード

ストレージ サービス

DWG データをダウンロード

ワークアイテムを提出
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補足：パブリック クラウドにデスクトップ製品 !?

ハードウェア

仮想抽象ハードウェア（ハイパーバイザ）

仮想マシン

ユーザの要望した OS

仮想マシン

ユーザの要望した OS

仮想マシン

ユーザの要望した OS

ハードウェア

仮想抽象ハードウェア（ハイパーバイザ）

仮想マシン

ユーザの要望した OS

仮想マシン

ユーザの要望した OS

仮想マシン

ユーザの要望した OS
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補足：デスクトップ製品 SLA で禁止されている行為
https://www.autodesk.com/company/terms-of-use/jp/general-terms

15.3 提供物の利用の許容範囲
お客様は、全ての適用法に従ってのみ提供物のアクセス及び利用（並びにアクセス及び利用の許可）を行います（かつ全ての当
該適用法に従います）。本規約（追加規約若しくは特別規約を含む）で明示的に許可された場合を除き、又はオートデスクが書
面で明示的に別段の許可を行った場合を除き、お客様は、以下の行為を行いません。
§ 提供物の全て又は一部の複製、改変、翻案、翻訳、移植、又はこれの二次的著作物の作成、ただし、反対の趣旨の契約上の
禁止に関わらず、適用法で明示的に許可された場合を除く。

§ 提供物（提供物の機能を含む）の全て若しくは一部の第三者へのサブライセンスの許諾、配布、送信、販売、賃貸、貸付、
若しくはその他の方法で利用可能とすること、又は（サービスビューロベースその他による）第三者への提供物の機能の提
供

§ インターネット、広域ネットワーク（WAN）、その他のローカルでないネットワーク、仮想プライベートネットワーク
（VPN）、アプリケーション仮想化技術、リモート仮想化技術、ウェブホスティング、タイムシェアリング、サービスとし
てのソフトウェア、サービスとしてのプラットフォーム、サービスとしてのインフラ、クラウドその他のウェブベース、ホ
スト型等のサービス上又はこれらを通じての提供物のアクセス若しくは利用（オートデスクによるインターネットを通じた
提供を除く）
さらに、お客様は以下の行為を行いません。

<中略>
§ 提供物を「遠隔ロード」のための記憶装置として又はその他のウェブページ若しくはインターネットリソースへの「入り
口」若しくは「道標」として使用すること（提供物が提供されるサイト内であるか又はサイトの域内を越えるかを問わな
い）

<中略>

https://www.autodesk.com/company/terms-of-use/jp/general-terms
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Reality Capture API

§ 複数の写真から 3D メッシュを生成する演算サービス
§ 3D メッシュ、点群
§ オルソ、エレベーションマップ
§ RESTful API

オルソ画像 エレベーションマップ画像

点群データ メッシュデータ
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BIM 360 API

§ BIM 360 HQ/Docs/Glue/Field 製品 API
§ 建設業向けソフトウェア システムをインテグレーション
§ RESTful API



32
Webhooks API

§ A360 や BIM 360 ストレージのイベントを監視
§ フォルダとファイルの名前変更、削除、追加、コピー、移動

§ Model Derivative API での変換経過/完了通知
§ Revit Collaboration（旧名 C4R）イベント通知
§ Fusion Lifecycle イベント通知

* 厳密には Forge ではありません
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Token Flex API

§ EBA（Enterprise Business Agreement）契約ユーザ向け
§ Token Flex 利用状況を取得
§ CSV ファイルのエクスポート
§ RESTful API
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認証/認可
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バッチ処理

データ操作
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&

プロジェクト操作

通知
2D/3D データのビューア表示する場合
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Forge 利用 ＝ Web 開発
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Web API = クラウド開発で利用しているテクノロジ

§ HTML5
§ Web ページ記述言語、W3C により策定・勧告

§ CSS3
§ Web ページ スタイル定義、W3C により策定・勧告

§ JavaScript
§ Ecma Internationalのもとで標準化、定期的に改定

§ WebGL
§ 非営利団体 Khronos Group が管理
§ Webブラウザで3D表示を実現する JavaScript ライブラリ

§ three.js
§ WebGL の上位ライブラリ、オープンソース
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Forge アプリをどう実装しますか？

§ アプリの形態
§ デスクトップ アプリ
§ モバイル アプリ
§ Web（アプリクラウド サービス）

§ エンドユーザが操作する場所
§ 会社/自宅の PC（含む Mac）
§ スマートフォン/タブレット
§ 上記のすべて

Web アプリの場合

Web ブラウザがあれば

端末の種類を問わず

操作することが出来ます
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RESTful API

RESTful API

RESTful API

RESTful API
JavaScript

RESTful API

RESTful API

RESTful API
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Web/クラウド アプリの仕組み

JavaScript

JavaScript

JavaScript

JavaScript

JavaScript

レスポンス

リクエスト

レスポンス

リクエスト
Webアプリ
Web サーバー
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Web/クラウド アプリの仕組みと開発

JavaScript

JavaScript
Forgeアプリ
Web サーバー

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML

URL

JSON

endpoint

RESTful API
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Web サーバー実装
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Web アプリの実装

§ Web サーバーにホスト
§ Web サーバーの構築が必要

§ Web サーバー構築が可能なテクノロジ
§ ASP.NET/IIS
§ Apache
§ Nginx
§ Node.js
§ ...
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Web/クラウド アプリの仕組みと開発

JavaScript

JavaScript
Forgeアプリ
Web サーバー

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML

URL

JSON

endpoint

RESTful API



46
RESTful API とは

§ Representational State Transfer (REST)
§ 分散システムでコミュニケーションする仕組み
§ Web システムでは SOAP に代わって主要な方法に

§ 非同期処理（Asynchronous）⇔ 同期処理（Synchronus）
§ 呼び出し順に応答があるとは限らない !!

§ HTTP/HTTPS プロトコルを利用
§ 3 要素で構成
§ エンドポイント（Endpoint）：URI
§ メソッド（Method）：POST、GET、DELETE、…
§ 表現（Representation）：Content-Type
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RESTful API のメソッド

§ 呼び出し時に指定する項目
§ URI＋メソッド
§ ヘッダー
§ ボディ

GET リソースの取得に利用されるメソッド
POST 新しいリソースの作成に利用されるメソッド
PUT リソースの更新に利用されるメソッド
PATCH どう編集されるべきかを記述してリソースを更新するメソッド
DELETE データ アイテムの削除に利用されるメソッド

参考ブログ記事：http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2016/07/forge-api-glossary.html

http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2016/07/forge-api-glossary.html
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RESTful API のテストツール

§ Postman
§ https://www.getpostman.com/
§ コードを書かずに RESTful API のテストが可能

参考ブログ記事：https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2016/09/restful-api-and-testing-tools.html

https://www.getpostman.com/
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2016/09/restful-api-and-testing-tools.html
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Web アプリをホスティング
Node.js, Azure …

貴社アプリ
Web サーバー

RESTful API

デプロイ



50
Web サーバーのデプロイ先はどこですか？

§ 社内の物理サーバー
§ ハードウェアの購入/メンテナンス
§ プロキシの設定
§ …

§ パブリック クラウド上の仮想サーバー
§ Microsoft Azure
§ AWS EC2
§ Google App Engine
§ Heroku
§ Cloud9 … など

安価で一般的

参考ブログ記事：https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/05/push-web-app-to-github-using-github-desktop.html

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/05/push-web-app-to-github-using-github-desktop.html
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クライアント実装（Web ブラウザ側）
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Forge Viewer ‘JavaScript’ ライブラリ

Forge Viewer

プログラムでシーンやライト、
メッシュ モデルを定義して
作成するのが一般的な利用法

CAD/CG ソフトウェアで
作成したデザインを変換して
表示/操作するユーティリティ
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WebGL とは

§ WebGL (Web-based Graphics Library) is a software 
library that extends the capability of the JavaScript 
programming language to allow it to generate 
interactive 3D graphics within any compatible web 
browser. WebGL code executes on a computer display 
card's Graphics Processing Unit (GPU).

§ http://en.wikipedia.org/wiki/WebGL

§ Webブラウザで3D表示を実現する JavaScript ライブラリ

参考：https://www.khronos.org/webgl/ 、https://wgld.org/d/webgl/ 、http://www.khronos.org/webgl/wiki/Demo_Repository

Google や Bing 翻訳等で
翻訳することが出来ます ! 

http://en.wikipedia.org/wiki/WebGL
https://www.khronos.org/webgl/
https://wgld.org/d/webgl/
http://www.khronos.org/webgl/wiki/Demo_Repository
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WebGL の歴史

§ Years back – OpenGL
§ 1994 – JOGL (Java OpenGL)
§ 1996 – Stage3d (Adobe)
§ 2006 – Canvas3D 
§ OpenGL ES 1.1

§ 2011 – WEBGL 1.0
§ OpenGL ES 2.0

§ 2013 – WEBGL 2.0
§ OpenGL ES 3.0

参考：https://www.khronos.org/webgl/ 、https://wgld.org/d/webgl/ 、http://www.khronos.org/webgl/wiki/Demo_Repository

https://www.khronos.org/webgl/
https://wgld.org/d/webgl/
http://www.khronos.org/webgl/wiki/Demo_Repository
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three.js

§ WebGL の上位ライブラリ
§ http://threejs.org
§ オープンソース
§ より容易な実装が可能

§ examples
§ http://threejs.org/examples/
§ http://stemkoski.github.io/Three.js/

§ Github
§ https://github.com/mrdoob/three.js/

http://threejs.org/
http://threejs.org/examples/
http://stemkoski.github.io/Three.js/
https://github.com/mrdoob/three.js/
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ブラウザが WebGL 対応かチェック

§ http://get.webgl.org/ へアクセス

WebGL をサポートしている WebGL をサポートしていない

http://get.webgl.org/
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ブラウザの HTML5 適応度チェック

§ https://html5test.com/へアクセス
§ ブラウザ性能をスコア表示

参考ブログ記事：https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/03/capabilities-evaluation-for-web-browsers.html

https://html5test.com/
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/03/capabilities-evaluation-for-web-browsers.html
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JavaScript ライブラリ

§ 数多くのライブラリが存在
§ フレームワークから用途を絞ったユーティリティまで多種多様
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JavaScript ライブラリ利用有無

§ メインの HTML をチェック

§ Forge Viewer は 2D 図面や ３Dモデル表示に特化した
ユーティリティ系 JavaScript ライブラリ

</head>
<script type="text/javascript" src="https://code.jquery.com/jquery-2.1.2.min.js"></script>
<script type="text/javascript" src="/sayHello.js"></script>
</head>



60
デベロッパー ツールについて

§ JavaScript は原則クライアントで動作
§ Web ブラウザで動作
§ ブラウザのデバッグ機能(F12)でソースの閲覧が可能
§ セキュアなコード実行にはリスクがある

参考ブログ記事：https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2018/10/about-developer-tool-on-web-browser.html

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2018/10/about-developer-tool-on-web-browser.html
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開発環境の考察
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開発環境例 － これに限定するものではありません

§ Web ブラウザ：Google Chrome

§ HTML/JavaScript エディタ：Adobe Brackets/
VS Code ?

§ テスト ツール : Postman

§ Web サーバー実装：Node.js/.NET Core ?

§ リポジトリ ユーティリティ：git for Windows

参考ブログ記事：http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/development-environment-for-forge.html

http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/development-environment-for-forge.html
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AWS Cloud9 を利用した開発作業

§ 開発環境を提供するクラウド サービス
§ 各種仮想環境と統合開発環境(IDE) を提供
§ さまざまな Web サーバー 仮想環境あり
§ GitHub アカウント/リポジトリのシームレスな連携

参考ブログ記事：http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2018/06/forge-tutorial-on-cloud9-environment.html

http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2018/06/forge-tutorial-on-cloud9-environment.html
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デスクトップ製品 API と
クラウド API の違い
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デスクトップ製品 API で利用しているテクノロジ

§ AutoCAD
§ AutoLISP：AutoCAD 機能として独自実装
§ ObjectARX：ネイティブ C++
§ AcviveXオートメーション：Component Object
Model
§ AutoCAD .NET API：.NET Framework

§ Revit
§ Revit API：.NET Framework

65
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AutoCAD プログラミング環境

Windows

.NET Framework

AutoCAD

ObjectARX .NET API AutoLISP COM

Visual Studio VBA
エディタ

VisualLISP
エディタ
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Revit プログラミング環境

Windows

.NET Framework

Revit

Visual Studio DynamoSharpDevelop

Revit API
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デスクトップ製品 API のテクノロジと使用目的

§ ほぼ Microsoft 社テクノロジに依存
§ Windows プラットフォームに特化

§ AutoCAD、Revit などの機能を API で公開
§ 製品本体のユーザインタフェースや機能の拡張が目的
§ アドイン アプリなど開発して反復タスクの自動化など

§ オートデスクが API 提供の主体
§ ドキュメント、サンプル プログラム、サポート
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デスクトップ製品 API を使ったアプリの運用

§ アドイン実行ファイルを製品にロード

AutoCAD

Windows

.NET Framework

Revit
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コード（プログラム）実行は同期的に処理

関数、メソッド、プロパティの呼び出しは
行単位で処理終了後に次の行が実行される
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Web API のテクノロジと使用目的

§ さまざまなテクノロジに依存
§ Web / クラウド全般、Web ブラウザで利用

§ 各社、コミュニティが特定機能を API として公開
§ 公開は製品単位にこだわらない
§ 繋いで機能を使うマッシュアップが目的
§ 今までにない新しいサービスの開発が容易

§ 非営利団体、コミュニティが API 提供の主体
§ ドキュメント、サンプル プログラム、サポート
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Web API – Forge を使ったアプリの運用

JavaScript

JavaScript

RESTful API

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML
Forgeアプリ
Web サーバー
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Web サーバー（Forge アプリ）の運用

§ Web サーバーの構築が必要
§ Web サーバー構築が可能なテクノロジ ...

§ Web サーバーのホスト先 ...
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コード（プログラム）実行は非同期的な処理もある

REST の呼び出しはサーバー処理時間、
ネットワーク負荷などの要因により
行単位で処理終了後に次の行が
実行されるとは限らない
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セキュリティ上の懸念

§ XSS - Cross-Site Scripting
§ 悪意あるクライアント コードを実行させるセキュリティ攻撃
§ https://developer.mozilla.org/ja/docs/Glossary/Cross-site_scripting

§ CORS - Cross-Origin Resource Sharing
§ 異なるドメインへのスクリプトアクセス
§ https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/HTTP/HTTP_access_control
§ ブラウザの標準的な振る舞い：

§ スクリプトによって開始されるクロスオリジン HTTP リクエストを制限

https://developer.mozilla.org/ja/docs/Glossary/Cross-site_scripting
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/HTTP/HTTP_access_control


Forge Online

伊勢崎 俊明
オートデスク 株式会社

Forge の始め方
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Forge ポータル https://forge.autodesk.com

§ Forge 情報の集約場所

https://forge.autodesk.com/
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Forge サンプル

§ Forge ポータル下部 Code Samples からのアクセス
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Forge SDK

§ RESTful API をラップするサーバー実装用ユーティリティ

参考ブログ記事： http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/forge-sdk.html

http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/forge-sdk.html
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Forge を始めるには?

§ まずは https://forge.autodesk.com/ へ

§ 目的はデベロッパ キーの取得
§ Client ID（別名：Consumer Key）
§ Client Secret（別名：Consumer Secret）

1 2 3
Autodesk ID でサインイン Forge アプリ作成 開発

参考ブログ記事：https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/04/how-to-get-started-forge.html

https://forge.autodesk.com/
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2019/04/how-to-get-started-forge.html
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My Apps からのアプリ登録

どのAPIを使うか指定

アプリ情報を入力
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デベロッパ キーとアクセス トークン

Forge ポータル
（forge.autodesk.com）

JavaScript

JavaScript

貴社アプリ
Web サーバー

RESTful API

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML

Client ID
Client Secret

Access Token 



83
Forge はデベロッパキー所有者へ ‘課金’

オートデスク

AUTODESK FORGE
DEVELOPER PLATFORM

Forge アプリ Forge アプリの
エンドユーザ

Forge アプリ開発者

デベロッパ キーを取得した開発者に
クラウドクレジットで従量課金

Forge アプリに対する課金方針は
Forge アプリ 開発者の自由裁量
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整理すると・・・ Forge アプリの開発には

§ プログラムに埋め込む デベロッパ キー の取得が必須

§ Forge ポータルに Autodesk ID でサインインが必須
（Autodesk ID ＝ オートデスク アカウント）

§ 誰がどのキーを取得したか Autodesk ID で識別可能

§ 1 つの Autodesk ID で複数の キーを取得することが可能
（キー毎に複数の Forge アプリの開発・運用が可能）

§ 受託開発の場合、注意が必要（後日ご案内）
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稼働状況を表示：https://health.autodesk.com/

参考ブログ記事：http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/06/updated-health-dashboard.html

https://health.autodesk.com/
http://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/06/updated-health-dashboard.html
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